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生
物
多
様
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
背
景

　

昨
今
、「
気
候
変
動
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
と
い
っ
た
言
葉
が
頻
繁
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
球
環
境

問
題
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
気
候
変
動
に
続
き
注
目
を
集
め
て

い
る
の
が
生
物
多
様
性
の
問
題
だ
。
生
物

多
様
性
と
は
「
生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
な

個
性
と
つ
な
が
り
の
こ
と 

」（
環
境
省
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
自
然
の
恵
み
（
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

生
物
多
様
性
に
由
来
す
る
自
然
の
恵
み
は
、

米
や
野
菜
と
い
っ
た
食
料
、
紙
・
パ
ル
プ

製
造
業
や
建
設
業
で
用
い
ら
れ
る
木
材
、

飲
料
の
み
な
ら
ず
半
導
体
製
造
で
も
重
要

と
な
る
水
（
地
下
水
）、
衣
類
に
使
わ
れ

る
綿
や
革
な
ど
、
幅
広
い
産
業
と
関
わ
っ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
生
物
多
様
性
の
問
題
は
気

候
変
動
と
比
較
し
て
注
目
さ
れ
に
く
く
、

両
者
の
関
係
は
「
生
物
多
様
性
劣
化
要
因

の
一
つ
と
し
て
気
候
変
動
が
あ
る
」
と
い

う
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
、
近
年
は
両
者
を
別
々
に
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
統
合
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
（The Clim

ate-
N
ature N

exus

）
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
に
は
、生
物
多
様
性
の
保
全
が
、様
々

な
面
で
気
候
変
動
対
策
に
資
す
る
と
い
う

理
解
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
気
候

変
動
対
策
に
は
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
え
る「
緩
和
策
」と
、

気
候
変
動
に
よ
る
温
度
上
昇
や
、
そ
れ
に

伴
う
海
面
上
昇
、
集
中
豪
雨
、
洪
水
の
頻

発
と
い
っ
た
気
候
変
化
の
悪
影
響
を
軽
減

す
る
「
適
応
策
」
が
あ
る
が
、
生
物
多
様

性
は
そ
の
両
方
に
貢
献
す
る
。

　

例
え
ば
、
森
林
や
湿
地
と
い
っ
た
自
然

環
境
は
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
が
、

気
候
変
動
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス

を
吸
収
し
貯
留
す
る
。
加
え
て
、
森
林
や

湿
地
は
水
量
を
調
節
す
る
機
能
を
有
し
て

お
り
、
大
雨
や
台
風
の
際
に
河
川
水
位
や

地
下
水
位
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
生
物

多
様
性
か
ら
気
候
変
動
へ
の
多
面
的
な
貢

献
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
つ
の
課
題
を

生
物
多
様
性
、新
た
な
世
界
目
標
へ

合
言
葉
は「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

地
球
環
境
部
研
究
員

阿
部
達
生

〜気候変動だけでないビジネス・金融に求められる視点〜 解 説

　
生
物
多
様
性
の
劣
化
・
喪
失
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
国
連
の
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
15
）
が
、
今
夏
に
中
国
・
昆
明
で
開
催
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
い
た
同
会
議
で
は
、

2
0
3
0
、
50
年
に
向
け
た
新
た
な
世
界
目
標
「
ポ
ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み
」
が
採
択
さ
れ
る
予
定
。
30
年

ま
で
に
生
物
多
様
性
の
劣
化
に
歯
止
め
を
か
け
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
保
全
努
力

の
増
加
と
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
の
達
成
が
望
ま
れ
る
。
本
稿
（
22
年
3
月
末
時
点
の
情
報
を
基
に
作
成
）
で
は
、
新

た
な
世
界
目
標
の
検
討
動
向
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
実
現
に
向
け
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。

あ
べ
・
た
つ
お　
東
京
大
学
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
修
了
。19
年

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
入
社
。生
物
多
様
性
保
全
、

気
候
変
動
対
策
、農
林
水
産
業
の
振

興
等
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、環
境
省
、

農
林
水
産
省
、地
方
自
治
体
等
の
調

査
業
務
を
担
当
。生
物
多
様
性
に
立

脚
し
た
自
然
資
源
の
活
用
と
保
全
に

取
り
組
む
。
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両
輪
で
進
め
る
べ
き
と
の
認
識
が
広
が
っ

た
。
気
候
変
動
分
野
と
の
結
び
付
き
が
強

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
生
物
多
様
性
の

注
目
度
を
高
め
て
い
る
一
因
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も

生
物
多
様
性
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た

出
来
事
の
一
つ
だ
。
生
物
多
様
性
の
損
失

に
よ
る
疾
病
リ
ス
ク
が
表
面
化
し
た
こ
と

で
人
間
の
健
康
と
生
物
多
様
性
と
の
つ
な

が
り
が
重
視
さ
れ
、
人
と
動
物
、
生
態
系

の
健
康
を
一
体
的
に
考
え
る
「
ワ
ン
ヘ
ル

ス
（O

ne H
ealth

）」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

新
た
な
世
界
目
標

（
1
）名
古
屋
で
の
C
O
P
10
と
愛
知
目
標

　

国
際
条
約
で
あ
る
生
物
多
様
性
条
約
の

採
択
は
、
気
候
変
動
分
野
の
国
際
条
約
で

あ
る
気
候
変
動
枠
組
条
約
と
同
じ

1
9
9
2
年
。
そ
の
後
約
2
年
に
1
度
の

ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
き
た
締
約
国
会
議

（Conference of the Parties

）
は
、

今
回
で
15
回
目
（
C
O
P
15
）。
10
年
の

C
O
P
10
は
日
本
（
名
古
屋
市
）
で
の
開

か
れ
、
20
年
ま
で
の
10
年
間
の
世
界
目
標

で
あ
る
「
愛
知
目
標
」
が
定
め
ら
れ
た
。

愛
知
目
標
は
50
年
ま
で
に
「
自
然
と
共
生

す
る
世
界
（Living in H

arm
ony 

w
ith N

ature

）」
を
実
現
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
（
中
長
期
目
標
）
の
下
、
20
年
ま
で
に

達
成
す
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
短
期
目
標
）

と
20
の
個
別
目
標
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

日
本
政
府
も
達
成
に
向
け
て
「
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
2
0
1
2
―
2
0
2
0
」
を

策
定
し
た
。

　

し
か
し
、
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
が

20
年
に
ま
と
め
た
「
地
球
規
模
生
物
多
様

性
概
況
第
5
版
（
G
B
O
5
）」
で
は
、

完
全
に
達
成
さ
れ
た
愛
知
目
標
は
一
つ
と

し
て
な
く
、
20
の
愛
知
目
標
の
う
ち
六
つ

が
「
一
部
達
成
」
と
評
価
さ
れ
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
12
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
進し

ん

捗ち
ょ
く
あ
り
だ
が
未
達
成
」
ま
た
は
「
進
捗

な
し
ま
た
は
後
退
」
と
評
価
さ
れ
、
生
物

多
様
性
の
劣
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

現
状
が
報
告
さ
れ
た
（
図
表
1
）。
ま
た
、

G
B
O
5
で
は
、
50
年
ま
で
の
「
自
然
と

共
生
す
る
世
界
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、

政
府
省
庁
、
民
間
企
業
及
び
社
会
の
相
互

関
係
を
強
化
し
、「
今
ま
で
通
り
」
か
ら

脱
却
す
る
社
会
変
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。

（
2
）ポ
ス
ト
2
0
2
0
の
検
討
の
流
れ

　

30
年
ま
で
の
次
な
る
10
年
に
向
け
、
愛

知
目
標
に
続
く
新
た
な
目
標
「
ポ
ス
ト

2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み
（The 

Post-2020 G
lobal Biodiversity 

Fram
ew
ork

）」
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
同
枠
組
み
は
当
初
、20
年
に
中
国
・

昆
明
で
予
定
さ
れ
て
い
た
C
O
P
15
で
採

択
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
、
開
催
は
延
期
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
一
方
で
、

新
た
な
世
界
目
標
の
採
択
に
は
膝
を
つ
き

合
わ
せ
た
議
論
が
必
要
と
い
う
認
識
か
ら
、

C
O
P
15
は
21
年
11
月
に
第
1
部
と
し
て

開
会
式
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

22
年
に
第
2
部
と
し
て
対
面
で
具
体
的
な

交
渉
を
行
う
と
い
う
異
例
の
2
部
構
成
と

な
っ
た
。第
1
部
で
は「『
自
然
と
の
共
生
』

と
い
う
2
0
5
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
完
全
な

実
現
に
向
け
て
、
遅
く
と
も
30
年
ま
で
に

生
物
多
様
性
の
現
在
の
損
失
を
回
復
さ
せ

る
た
め
、
効
果
的
な
ポ
ス
ト
2
0
2
0
生

物
多
様
性
枠
組
み
の
策
定
、
採
択
、
実
施

を
確
実
に
す
る
」
と
す
る
「
昆
明
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
第
2

部
は
22
年
第
3
四
半
期
に
開
催
の
予
定
で
、

8
月
末
か
ら
9
月
初
旬
と
の
報
道
が
あ
る
。

　

ポ
ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み

の
検
討
は
、
18
年
の
C
O
P
14
で
策
定
に

向
け
た
プ
ロ
セ
ス
が
決
定
さ
れ
た
の
ち
、

公
開
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
O
E
W
G
）

や
分
野
別
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
が
開
か

れ
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
直
近
で

は
22
年
3
月
に
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

3
回
目
と
な
る
O
E
W
G
3
等
が
開
催
さ

れ
、
各
国
が
提
出
し
た
意
見
を
基
に
、
ポ

ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み
の
素

案
の
修
正
検
討
が
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

本
会
議
で
の
議
論
の
進
捗
は
思
わ
し
く
な

く
、
22
年
6
月
に
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
で

追
加
会
合
（
O
E
W
G
4
）
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
で
同
枠
組

み
に
関
す
る
最
終
検
討
と
ド
ラ
フ
ト
の
採

択
が
進
め
ら
れ
、
C
O
P
15
第
2
部
で
は

ド
ラ
フ
ト
を
基
に
最
終
的
な
採
択
に
向
け

て
議
論
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

（
3
）ポ
ス
ト
2
0
2
0
の
構
成
と
議
論
動
向

　

ポ
ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み

は
、（
ド
ラ
フ
ト
時
点
で
は
）
愛
知
目
標

で
定
義
さ
れ
た
50
年
の
あ
る
べ
き
姿
「
自

然
と
共
生
す
る
世
界
」
を
引
き
継
ぎ
、
そ

の
達
成
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、
50
年
ま

で
の
四
つ
の
ゴ
ー
ル
と
そ
れ
に
ひ
も
付
く

30
年
ま
で
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
、
30
年
ま

12％
達成

3％
進捗不明

63％
進捗ありだが
未達成

22％
進捗なし
又は後退

（出所）環境省ウェブサイト
（https://www.biodic.go.jp/
biodiversity/about/
aichi_targets/index_05.html）

〈図表1〉愛知目標の達成状況
の評価
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で
の
21
の
行
動
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る （
図
表
2
）。

　

四
つ
の
ゴ
ー
ル
は
、「
自
然
生
態
系
の

回
復
と
生
物
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
の
軽
減
」

「
自
然
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
の
保
全
と
持

続
可
能
な
利
用
」「
遺
伝
資
源
の
利
用
か

ら
生
じ
る
利
益
の
公
正
か
つ
公
平
な
配

分
」「
2
0
5
0
年
の
あ
る
べ
き
姿
達
成

に
向
け
た
資
金
確
保
と
技
術
の
提
供
」。

こ
れ
ら
は
愛
知
目
標
が
土
台
に
は
な
っ
て

い
る
が
、
同
目
標
の
数
値
目
標
の
不
十
分

さ
や
低
調
な
達
成
状
況
を
踏
ま
え
て
、
30

年
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
多
く
に
は
定
量
的
な
目

標
の
設
定
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の

投
資
拡
大
に
つ
い
て
楽
観
し
す
ぎ
て
い
た

と
い
う
反
省
か
ら
、
社
会
・
経
済
活
動
に

関
連
す
る
目
標
が
充
実
・
強
化
さ
れ
た
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
愛
知
目
標
で
は
条
約

締
約
国
か
ら
提
出
さ
れ
る
国
別
の
状
況
報

告
や
資
金
動
員
の
報
告
も
十
分
と
は
言
え

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
気
候
変
動
分
野
の

取
り
組
み
も
参
考
に
、
実
施
強
化
の
た
め

の
資
金
の
拡
充
や
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
報

告
の
枠
組
み
の
大
幅
な
強
化
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
ポ
ス
ト
2
0
2
0
生

物
多
様
性
枠
組
み
の
素
案
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
、
I
U
C
N
（
国
際
自
然
保
護
連

合
）
の
ソ
ニ
ア
・
ペ
ー
ナ
・
モ
レ
ノ
氏
は

「
生
物
多
様
性
枠
組
み
条
約
で
お
な
じ
み

の
北
半
球
と
南
半
球
の
二
項
対
立
が
再
浮

上
し
、
進
展
を
極
め
て
困
難
な
も
の
に
し

て
い
る
」（
I
U
C
N
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

と
述
べ
て
い
る 

。
特
に
、
新
興
国
に
お

け
る
生
物
多
様
性
保
全
へ
の
資
金
拠
出
額

に
つ
い
て
先
進
国
と
新
興
国
と
の
間
で
大

き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
交
渉
を
難
航
さ
せ

て
い
る
。
例
え
ば
、
資
金
に
関
す
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
は
「
新
興
国
へ
の
国
際
的
資
金

拠
出
を
年
1
0
0
億
㌦
増
加
さ
せ
る
」
と

す
る
素
案
に
対
し
、
年
1
0
0
0
億
〜

4
0
0
0
億
㌦
の
増
加
を
求
め
る
意
見
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
着
実
な
進
展
も
見
ら
れ
て
い
る
。

W
W
F
（
世
界
自
然
保
護
基
金
）
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ジ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
コ
ー

ヴ
ェ
ン
氏
は
「
30
年
ま
で
に
生
物
多
様
性

の
損
失
を
食
い
止
め
、
回
復
さ
せ
る
『
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
』
な
約
束
に
収

し
ゅ
う

斂れ
ん

さ
せ
る
と
い
う
、
新
し
い
取
り
決
め
全

体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
一
定
の
進

展
が
あ
っ
た
」
と
発
言
。
科
学
雑
誌
ニ
ュ

ー
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
と
、
野

生
生
物
保
全
協
会
の
ス
ー
・
リ
ー
バ
ー
マ

ン
氏
は
「
30
年
ま
で
に
世
界
の
海
洋
と
陸

地
の
30
％
を
保
全
す
る
と
い
う
目
標
に
つ

い
て
、
各
国
が
合
意
に
近
づ
い
て
い
る
兆

２０５０年ビジョン
自然と共生する世界 地球と人類の恩恵のために、生物多様性を回復の軌道に乗せるため、

緊急な行動を社会全体で起こす

2030年ミッション

2030年ターゲット（取るべき行動）2050年ゴール（A～D）
及び2030年マイルストーン

01. 全ての陸域/海域を、生物多様性も包括した
空間計画下に置き、原始的な自然地域を維持

14. 政策、規制、計画、開発プロセス、会計等へ
の生物多様性の価値の統合

16. 排気量を半減させるべく、責任ある選択
と、必要な情報の入手を可能にさせる

17. バイオテクノロジーによる悪影響への対
処のため、能力を強化し、措置を実施

21. 生物多様性に関連する意思決定への衡平
な参加、先住民族、女性、若者の権利確保

実施サポートメカニズム／実現条件／責任と
透明性／アウトリーチ、啓発、広報

*NCP：Nature’s Contribution to People：自然が
もたらすもの（自然の恩恵）。生態系サービスに代わ
る概念としてIPBESが提唱。

15. 全てのビジネスが生物多様性への依存及び
影響を評価・報告・対処し、悪影響を半減

07. 環境中の栄養分の喪失を半減し、環境への農
薬の放出を2/3削減し、プラスチック廃棄物
の流出を根絶

18. 生物多様性に有害な補助金を改廃、年
5,000億㌦分削減し、全ての奨励措置が生
物多様性に害をもたらさないようにする

19. 全ての財源からの資源（資金）動員を年
2,000億㌦まで増やし、途上国向けの国際
資金は年100億㌦増やす

20. 啓発、教育、研究により、重要な情報が生物
多様性管理の意志決定の指針となること
を確保

04. 野生生物との軋轢回避を含め、生物種と遺
伝的多様性の回復・保全のために行動

09. 種の持続可能な管理による栄養、食料安全
保障、医薬、生計を含む、福利の確保

10. 農業、養殖業、林業で使われている空間を
持続可能に管理し、生産性等を向上

11. 大気質、水の質と量の調節に、災害からの
保護に貢献する自然の恵を維持・促進

08. 年100億㌧CO2相当分の緩和を含め、生態
系により気候変動に対する緩和・適応に貢献

02. 劣化した生態系の20%を再生・復元

03. 陸域/海域の重要地域を中心に30%保全

05. 種の採取、取引、利用を合法、持続可能に

06. 外来生物の新規侵入及び定着を50%減

12. 緑地、親水空間の面積及びアクセス増加

13. ABSを促進・確保するための措置の実施

Ａ 生態系15%増、絶滅速度を1/10に減、
遺伝的多様性を90％維持

i 自然生態系の面積、連結性及び一体性
が少なくとも5%増加
ii 絶滅リスクを10%減少
iii 遺伝的多様性を90%維持

Ｂ 保全と持続可能な利用により、自然が
もたらすもの（NCP）を評価・維持・強化

i 意志決定において自然及びNCP*が十
分考慮されること
ii SDGsにも貢献しながら、NCPの長期の
持続可能性が確保されること

Ｃ 遺伝資源の利用から生じる利益が公正
かつ衡平に配分

i 遺伝資源提供者が配分される金銭的利
益の割合の増加
ii 利益配分での非金銭的利益の増加

i 生物多様性に必要な毎年7,000億ドル
の資金不足（ギャップ）を縮める
ii 能力構築、科学技術協力等の資金以外
の手段を利用可能にする
iii 2030年までに、その後の10年間の資
金及び手段を約束する

Ｄ 2050ビジョン達成のための財政手段及
びその他の手段に係るギャップの縮小

ａ 脅威の縮小 ｃ ツールと解決策

ｂ 人々の要請に応える

（出所）環境省　中央環境審議会自然環境部会　生物多様性国家戦略小委員会資料

〈図表2〉ポスト2020生物多様性枠組1次ドラフトの構造
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し
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る 

。
こ
の
目

標
（
通
称
「30 by 30

」）
に
つ
い
て
は
、

次
項
で
述
べ
る
。

ポ
ス
ト
2
0
2
0
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド

（
1
）「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」の
実
現

　

生
物
多
様
性
の
問
題
の
難
し
さ
は
、
ま

さ
に
「
生
物
が
あ
ま
り
に
多
様
な
こ
と
」

に
起
因
す
る
。
森
林
、
湿
地
、
海
洋
と
い

っ
た
自
然
環
境
に
よ
り
生
息
す
る
生
物
種

が
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
地
域
が

変
わ
れ
ば
同
じ
自
然
環
境
で
も
様
相
が
大

き
く
異
な
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
と

い
う
明
確
な
定
量
目
標
を
世
界
共
通
で
設

定
可
能
で
あ
っ
た
気
候
変
動
分
野
と
異
な

り
、
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
は
定
量
的
な

目
標
を
設
定
し
づ
ら
い
た
め
、「
50
年
ま

で
に
自
然
と
共
生
す
る
世
界
を
実
現
」
と

い
っ
た
定
性
的
な
目
標
設
定
が
多
く
を
占

め
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
20
年
の
国
連
総
会
特
別

セ
ッ
シ
ョ
ン
「
生
物
多
様
性
サ
ミ
ッ
ト
」

の
開
始
に
当
た
り
、
W
W
F
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
W
E
F
）
な
ど
の
13
機
関

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（Business for 

N
ature

）
が
主
導
し
、
世
界
の
N
G
O

や
民
間
企
業
計
5
6
0
社
が
包
括
的
な
自

然
に
関
す
る
世
界
目
標
の
た
め
の
行
動
要

請
を
行
っ
た
。
気
候
変
動
分
野
で
は
パ
リ

協
定
の
下
で
1
・
5
度
目
標
等
の
明
確
な

目
標
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

生
物
多
様
性
分
野
で
は
同
等
の
簡
潔
な
目

標
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
目
標

設
定
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

2
0
2
0
、
30
、
50
年
の
三
つ
の
時
間
ス

ケ
ー
ル
で
の
目
標
設
定
を
提
唱
し
た
。
具

体
的
に
は
①
20
年
か
ら
の
自
然
の
純
喪
失

を
ゼ
ロ
に
す
る
②
30
年
ま
で
に
純
増
加
と

す
る
③
50
年
ま
で
に
完
全
回
復
を
目
指
す

こ
と
だ
。
こ
の
考
え
方
が
そ
の
ま
ま
ポ
ス

ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み
に
反
映

さ
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の

主
要
7
カ
国
（
G
7
）
首
脳
会
合
（
コ
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
）
で
合
意
さ
れ

た
「
G
7
・
2
0
3
0
年
自
然
協
約

（N
ature Com

pact

）」
で
も
、「
30
年

ま
で
に
生
物
多
様
性
の
減
少
傾
向
を
食
い

止
め
、
回
復
に
向
か
わ
せ
る
」
と
表
明
さ

れ
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

そ
れ
で
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

は
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る
か
。
20
年
に
科

学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
研
究

（Leclère, D
., O

bersteiner, M
., 

Barrett, M
. et al. Bending the 

curve of terrestrial biodiversity 
needs an integrated strategy. 

N
ature 585, 551

─556 

）
で
は
、
保

全
管
理
さ
れ
て
い
る
土
地
を
拡
大
し
、
劣

化
し
た
土
地
を
回
復
さ
せ
る
「
保
全
努
力

の
増
加
」
だ
け
で
な
く
、
生
物
多
様
性
保

全
と
食
料
安
全
保
障
と
の
対
立
を
緩
和
さ

せ
る
「
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
」
が
必

要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
）「3

0 b
y 3
0

」とO
E
C
M

 

　

最
後
に「
保
全
の
努
力
の
増
加
」と「
持

続
可
能
な
生
産
・
消
費
」
と
い
う
二
つ
の

戦
略
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
コ
ー
ン
ウ

ォ
ー
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
で
合
意
さ
れ
た

「
G
7
・
2
0
3
0
年
自
然
協
約
」
に
お

い
て
、「
保
全
努
力
の
増
加
」
に
関
す
る

数
値
目
標
、
通
称
「30 by 30

」
が
明

確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
陸
地
と
海
洋
の
そ

れ
ぞ
れ
30
%
を
保
全
・
保
護
す
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
環

境
省
は
「30 by 30

」
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
を
進
め
て
い
る
（
21
年
8
月
現
在
、

日
本
の
保
護
地
域
は
陸
域
20
・
5
％
、
海

域
13
・
3
％
） 

。「30 by 30

」
の
達
成

に
は
、
国
立
公
園
等
の
保
護
地
域
の
更
な

る
拡
充
・
管
理
が
必
要
と
な
る
が
、
日
本

の
国
立
公
園
の
多
く
は
1
9
7
0
年
代
ま

で
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

大
幅
拡
大
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
期
待

が
か
か
る
の
が
、
従
来
の
保
護
地
域
以
外

で
生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
地
域

（
O
E
C
M
）
で
あ
る
。
O
E
C
M
と
は

O
th
er E

ffective area-based 

Conservation M
easures

の
略
で
、
社

寺
林
、
企
業
有
林
、
企
業
緑
地
、
里
地
里

山
と
い
っ
た
従
来
の
保
護
区
で
は
な
い
地

域
に
お
い
て
、
持
続
的
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
る
エ
リ
ア
を
指
す
。

　

O
E
C
M
の
設
定
・
管
理
に
は
、
長
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
等
の
課
題
も
あ
る
も
の
の
、

従
来
の
保
護
地
域
と
の
間
を
面
的
に
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
広
域
的
・
長
期
的
な

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
現
し
、
自
然

環
境
の
安
定
性
も
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ

る
（
図
表
4
）。
今
後
は
社
有
林
を
は
じ

め
と
し
た
社
有
地
に
つ
い
て
、
い
か
に
生

（出所）A Global Goal for Natureウェブサイト
（https://www.naturepositive.org/）

〈図表3〉ネイチャーポジティブのイメージ図
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物
多
様
性
の
保
全
に
資
す
る
地
域
と
し
て

管
理
し
て
い
け
る
か
が
、
企
業
価
値
を
左

右
す
る
時
代
に
な
る
。
企
業
に
は
生
態
学

や
土
壌
学
と
い
っ
た
専
門
的
見
地
を
踏
ま

え
た
意
欲
的
な
管
理
体
制
の
構
築
が
求
め

ら
れ
る
。

　

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
ト

2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み
の
素
案
で

は
「
生
物
多
様
性
や
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

自
然
の
恵
み
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
を
中

心
に
、
少
な
く
と
も
30
%
の
陸
地
と
海
洋

を
保
全
す
る
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、

数
値
目
標
を
20
%
に
す
べ
き
と
の
意
見
も

出
さ
れ
て
い
る
。
目
標
が
ど
こ
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

（
3
）持
続
可
能
な
生
産
と
消
費

　

続
い
て
「
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
」

に
つ
い
て
述
べ
る
。
生
物
多
様
性
保
全
に

対
す
る
民
間
事
業
者
の
参
画
の
重
要
性
は

C
O
P
10
以
前
か
ら
議
論
さ
れ
て
お
り
、

特
に
生
物
多
様
性
の
主
流
化

（m
ainstream

ing

）
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。「
生
物
多
様
性
の
社
会

に
お
け
る
主
流
化
」
と
は
、
生
物
多
様
性

の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
の
重
要
性
を

民
間
企
業
や
国
民
等
に
浸
透
さ
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
思
決
定
や
行
動
へ
の
反
映
を
促

す
こ
と
を
い
う
。
端
的
に
言
え
ば
、
生
物

多
様
性
に
配
慮
し
た
社
会
経
済
へ
の
転
換

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
企

業
の
取
り
組
み
と
い
え
ば
植
樹
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
社
会
貢
献
活
動
が

中
心
だ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
既
に
述
べ
た

よ
う
な
生
物
多
様
性
分
野
に
お
け
る
数
値

目
標
設
定
の
難
し
さ
も
寄
与
し
て
お
り
、

実
際
に
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
な
ど
が

実
施
し
た
調
査
（
生
物
多
様
性
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
）
で
は
、
生
物
多
様
性
へ
の

取
り
組
み
の
阻
害
要
因
と
し
て
「
目
標
・

指
標
の
設
定
、
定
量
化
・
経
済
的
評
価
が

困
難
」「
事
業
の
利
益
に
結
び
付
き
に
く

い
」「
本
業
と
の
関
連
性
が
低
い
」
と
い

っ
た
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た 

。

　

こ
こ
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
E
S
G

投
資
の
進
展
だ
。
環
境
（
E
）、社
会
（
S
）、

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
G
）
の
う
ち
環
境
に
関
す

る
課
題
で
は
、
特
に
気
候
変
動
分
野
の
進

展
が
目
覚
ま
し
く
、
15
年
に
金
融
安
定
理

事
会
（
F
S
B
）
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

気
候
変
動
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
（
T
C
F
D
）
が
、
年
次
財
務
報

告
で
財
務
に
影
響
の
あ
る
気
候
関
連
情
報

の
開
示
を
推
奨
す
る
報
告
書
を
17
年
に
公

表
。
こ
れ
を
受
け
、
気
候
変
動
へ
の
理
解

が
投
資
家
と
企
業
の
双
方
に
急
速
に
広
ま

っ
た
。

　

こ
の
T
C
F
D
の
成
功
を
踏
ま
え
、
21

年
7
月
に
は
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
T
N
F
D
）
が
設
立
さ

れ
、
今
年
3
月
に
は
リ
ス
ク
管
理
と
情
報

開
示
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
素
案
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
が
投
資
家

か
ら
の
関
心
を
後
押
し
し
、
Q
U
I
C
K

リ
サ
ー
チ
本
部
E
S
G
研
究
所
が
22
年
1

月
に
実
施
し
た
「
E
S
G
投
資
実
態
調
査

2
0
2
1
」
で
は
、
日
本
国
内
に
拠
点
を

置
く
機
関
投
資
家
が
対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
）
の
際
に
重
視
す
る
テ
ー
マ
と
し

て
、
気
候
変
動
、
人
権
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
次
い
で
生
物

多
様
性
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
回
答

割
合
は
前
回
調
査
（
9
%
）
か
ら
大
幅
増

の
36
%
で
あ
っ
た 

。
こ
れ
は
、
投
資
先

を
選
定
す
る
上
で
、
各
企
業
が
自
社
の
事

業
に
お
け
る
自
然
資
源
関
連
リ
ス
ク
を
把

握
し
て
い
る
か
が
今
後
重
要
な
視
点
と
な

り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
対
応

は
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
と
取
引

を
す
る
中
小
企
業
に
も
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ポ
ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
み

の
素
案
で
は
「
調
達
か
ら
生
産
、
加
工
ま

で
の
事
業
活
動
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の

負
の
影
響
を
少
な
く
と
も
半
減
さ
せ
、
正

の
影
響
を
増
加
さ
せ
る
」
と
い
う
記
載
が

あ
る
が
、「
負
の
影
響
を
少
な
く
と
も
半

減
」
と
い
う
定
量
目
標
の
設
定
に
否
定
的

な
参
加
国
も
多
く
、
具
体
的
な
数
値
目
標

が
盛
り
込
ま
れ
る
か
が
注
目
点
の
一
つ
に

な
る
。

　

本
稿
で
は
30
、
50
年
に
向
け
た
新
た
な

世
界
目
標
「
ポ
ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様

性
枠
組
み
」
を
取
り
巻
く
議
論
を
概
観
し

た
。
生
物
多
様
性
は
、
既
に
一
部
の
自
然

愛
好
家
だ
け
が
気
に
か
け
る
問
題
で
は
な

く
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
薄
い
植
樹
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
み
で
評
価
さ
れ
る

時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
や
チ

ャ
ン
ス
に
直
結
し
、
E
S
G
投
資
に
も
欠

か
せ
な
い
要
素
と
な
り
つ
つ
あ
る
生
物
多

様
性
に
、
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

里地里山

認定

都市の
自然

認定

社寺林

認定

法的
保護地域

法的
保護地域

ネットワーク化

（注）里地里山、社有林、都市の自然がOECMに該当す
る。法的保護区域とは、既存の国立公園等をさす。

（出所）環境省　中央環境審議会自然環境部会　生物
多様性国家戦略小委員会資料

〈図表4〉OECMを活用した自然環境の
ネットワーク化


